
エヴォニックデータが
示すもの



大豆の品質 地域差

大豆ミールの品質

動物性タンパク質産業を
支援する









品質基準は、本取引規則に定める協会標準定義及び標準仕様に適合する、
公正な商品品質の大豆ミールとする。分析は契約締結日時点で有効なアメ
リカ油脂化学者協会（AOCS）承認方法に従い実施するものとする。

Section 2. ミールの質

Section 3.  ミール仕様

すべての仕様は、買い手と売り手の間の合意に基づいて変更可能です。

大豆ミール（ルール2, Section 1に定義されるもの）

典型的な大豆ミールの製品仕様は以下の通りです
プロテイン（範囲）

脂肪
繊維（最大）
水分（最大）

業界慣行に従い、かつ2024年AAFCO公式出版物で認められている範囲に
おいて、大豆ミール製品には以下の成分も含まれる場合があります。

流動性剤（最大） 総製品の重量あたり0.5%または10ポンド/トン
使用済みの漂白粘土（最大） 総製品の重量あたり0.2％または4ポンド/トン



タンパクとは何か？







動物における必須アミノ酸（EAA）、非必須アミノ酸（NEAA）、および条件付き必須アミノ酸（CEAA）への分類



多機能分子



産地







アメリカ産大豆ミールの品質差別化要因

収穫と貯蔵

一貫性（収穫後および加工）

アミノ酸プロファイル

エネルギー含有量



粗タンパク



粗タンパク

2024年産作物の平均タンパク含有率は34.0％であった

2019年以降で最も高い平均タンパク質レベルであり、過
去10年間の平均値と同程度である。



リジン



リジン



総アミノ酸 対 消化性アミノ酸



総アミノ酸 対 消化性アミノ酸



総アミノ酸 対 消化性アミノ酸



総アミノ酸 対 消化性アミノ酸



ショ糖



ショ糖
1グラムあたり≈3.9キロカロリー
（kcal）のエネルギーを供給します

タンパクとのトレードオフを示しており、タンパク質濃度が低い領域でより高い濃度を発現する

2024年のアメリカの平均ショ糖含有量は4.3％で、2023年（5.4％）を下回った。



エネルギー値



生産的エネルギー
2015年以降、アーカンソー大学によって開発された

呼吸室 二重エネルギーX線吸収測定法



エネルギー値



粗タンパク品質



粗タンパク品質



粗タンパク品質



粗タンパク品質



粗タンパク品質
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